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特別損失の発生及び業績予想と実績値の差異に関するお知らせ 

 

 この度、当社において下記のとおり、特別損失が発生いたしますので、その概要をお知らせすると

ともに、本日開示いたします「平成２３年３月期 決算短信（非連結）」と平成２２年８月９日に公表

しました業績予想について、下記のとおり差異が発生しましたのでお知らせいたします。 

 

記 

１．特別損失の発生および内容 

  災害による損失として平成２３年３月１１日に発生しました東日本大震災による仙台地区の営業拠点の損壊、

倒壊の現状回復費用等を１億２３百万円計上いたします。 

  その他、減損損失などを含め合計１億２８百万円を特別損失として平成２３年３月期第４四半期間において計

上いたします。 

 
 
２．業績予想と実績値との差異について 

 

（１）通期業績予想数値と実績値との差異（平成２２年４月１日～平成２３年３月３１日） 

（金額の単位：百万円） 

 売 上 高 営業利益 経常利益 当期純利益 

1 株当たり 

当期純利益 

（単位：円） 

前 回 発 表 予 想            （Ａ） ５,０００ ３０ ２０ １１６ １５.３９ 

実         績         値（Ｂ） ５,５６０ ３８ ２７ ６ ０.９ 

増  減  額          （Ｂ－Ａ） ５６０ ８ ７ △１１０  

増 減 率            （％） １１.２ ２６.６ ３５.０ △９４.８  

前期実績（平成２２年３月期） ５,２２０ △８０ △９１ △１８１ △２４.１３ 

 
 
２．差異の理由 

   当社の主力とする石油事業では、「車検」や「洗車」など燃料油以外の商品が順調な伸びをみせた他、石油

卸においては利益率こそ計画割れしたものの新規顧客の増加により取扱数量が伸び、売上高に大きく貢献し

ました。また専門店事業におきましても、幅広いニーズに対応できるように品揃えの拡充を行い、広告を展

開し集客に注力いたしました。結果、売上高をはじめ営業利益および経常利益は順調に推移しました。当期

純利益については役員退職慰労引当金戻入額など計１億３７百万円の特別利益の発生があったものの上記の

特別損失の影響により当初予想より減少する見込みとなりました。 

 

 


